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1. 平成24年２月期第２四半期の連結業績（平成23年３月１日～平成23年８月31日）

 (1) 連結経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年２月期第２四半期 3,697 △5.9 441 66.7 424 74.4 161 △20.0

23年２月期第２四半期 3,931 △11.1 265 58.2 243 61.7 202 184.3

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

24年２月期第２四半期 26 .97 ―

23年２月期第２四半期 33 .77 33 .72

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

24年２月期第２四半期 6,279 2,743 43.7 456 .62

23年２月期 5,998 2,641 44.0 439 .65

(参考) 自己資本 24年２月期第２四半期 2,743百万円 23年２月期 2,641百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年2月期 ― 0 .00 ― 10 .00 10 .00

24年2月期 ― 0 .00

24年2月期(予想) ― 10 .00 10 .00

3. 平成24年２月期の連結業績予想（平成23年３月１日～平成24年２月29日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,770 △7.8 347 4.8 296 6.3 111 △46.3 18 .63



  

 
(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

 
  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

  

１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理

的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性

があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添

付資料2ページ「(3)連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 

２．個別業績予想の開示につきましては、連結数値との乖離が小さく重要性が低いため省略しておりま

す。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

4. その他（詳細は、【添付資料】P.3「その他」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  新規 ― 社 (            )、除外 ― 社 (            )

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 24年２月期２Ｑ 6,021,112株 23年２月期 6,021,112株

② 期末自己株式数 24年２月期２Ｑ 13,654株 23年２月期 13,544株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年２月期２Ｑ 6,007,506株 23年２月期２Ｑ 5,996,168株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、緩やかな景気回復の兆しが見られたものの、雇用
情勢や所得環境は依然厳しい状況で推移いたしました。また、平成23年３月11日に発生した東日本大震災
及び福島第一原子力発電所の事故の影響による電力不足問題や円高傾向の継続及び世界経済の停滞など、
予断を許さない経済状況が続いております。 
 外食産業におきましても、従前から続く消費者の節約志向に加え、東日本大震災に起因していると考え
られる消費活動の消極化の影響が重なり、特に当社が店舗運営を展開する東北地方及び北関東地方におき
ましては、従来にも増して厳しい経営環境が継続しております。 
 当社の主力業態である和食ファミリーレストラン「まるまつ」も、岩手県、宮城県、福島県の３県に68
店舗展開しており、３月は大震災による影響を受けましたが、その後、「まるまつ」の既存店売上高は前
年比で、第２四半期も６月が108.8％、７月が107.8％、８月が100.6％と好調に推移しております。浪江
店、原町店の２店舗は、福島第一原子力発電所の事故に伴う立入禁止区域内にあるため、平成23年８月31
日現在も休業状態が続いております。 
 このような状況の中、当社は、物流システムの効率化による物流費の削減等さらなる収益力の強化に取
り組んでまいりました。 
 この結果、当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高36億97百万円(前年同期比5.9％
減)、営業利益4億41百万円(同66.7％増)、経常利益4億24百万(同74.4％増)となりました。また、東日本
大震災に係る災害損失37百万円、資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額32百万円等、特別損失として
70百万円を計上した結果、四半期純利益は1億61百万円(同20.0％減)となりました。  
  

  

①資産、負債及び純資産の状況 
当第２四半期連結会計期間末における総資産は62億79百万円となり、前連結会計年度末と比較して2億

80百万円増加いたしました。  
 流動資産の合計は、前連結会計年度末と比較して3億28百万円増加し12億24百万円となりました。これ
は主に現金及び預金の増加3億24百万円によるものです。  
 固定資産の合計は、前連結会計年度末と比較して47百万円減少し50億55百万円となりました。これは主
に減価償却による固定資産の減少によるものです。  
 負債総額は、前連結会計年度末と比較して1億79百万円増加し35億36百万円となりました。これは主に
法人税等の未払金増加によるものです。純資産は、前連結会計年度末と比較して1億1百万円増加し27億43
百万円となりました。この結果、自己資本比率は43.7％となりました。  
  
  

②キャッシュ・フローの状況 
当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は前連結会

計年度末と比較して3億24百万円増加し、9億20百万円となりました。当第２四半期連結累計期間における
各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。  
  

(営業活動によるキャッシュ・フロー)  
営業活動の結果得られた資金は6億2百万円となりました。収入の主な内訳は税金等調整前四半期純利益

3億54百万円、減価償却費1億20百万円等であり、支出の主な内訳は、法人税等の支払額37百万円等であり
ます。  

  

(投資活動によるキャッシュ・フロー)  
投資活動の結果使用した資金は、68百万円となりました。主な内訳は、建設協力金等の貸付金の回収に

よる収入53百万円、敷金及び保証金の回収による収入13百万円、新店建設等の有形固定資産の取得による
支出99百万円等であります。 

  

(財務活動によるキャッシュ・フロー)  
財務活動の結果使用した資金は、2億9百万円となりました。主な内訳は、長期借入れによる収入4億

円、長期借入金の返済による支出5億50百万円、配当金の支払額59百万円等であります。  

  

   現時点では平成23年４月７日に公表いたしました通期の連結業績予想に変更はありません。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 
  

①固定資産の減価償却費の算定方法 
 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算出する
方法を採用しております。 
②法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 
 法人税等の納付額の算定に関しては、加味する加減算項目及び税額控除項目を重要なものに限定する
方法によっております。また、繰延税金資産回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営
環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末におい
て使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

①資産除去債務に関する会計基準の適用 
 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号 平成20
年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号 平成20
年３月31日)を適用しております。  
 これにより営業利益は2,841千円、経常利益は3,284千円、および税金等調整前四半期純利益は36,080
千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は68,293千円であ
ります。  
  
②表示方法の変更 
 「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成20年12月26日)に基づく「財務諸表等
の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成21年３月24日 内閣府令
第５号)の適用により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目
で表示しております。 

  

該当事項はありません。  

  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成23年２月28日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 920,794 595,908

売掛金 14,191 13,216

商品及び製品 98,007 99,603

原材料及び貯蔵品 26,619 26,521

その他 164,674 160,877

貸倒引当金 － △40

流動資産合計 1,224,287 896,087

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,735,522 1,750,389

機械装置及び運搬具（純額） 39,341 44,945

工具、器具及び備品（純額） 110,686 119,263

土地 1,645,214 1,645,214

建設仮勘定 24,150 －

有形固定資産合計 3,554,914 3,559,811

無形固定資産 80,527 87,364

投資その他の資産   

長期貸付金 603,127 628,132

敷金及び保証金 676,706 682,215

その他 140,839 145,916

貸倒引当金 △916 △1,000

投資その他の資産合計 1,419,756 1,455,264

固定資産合計 5,055,198 5,102,440

資産合計 6,279,486 5,998,527

負債の部   

流動負債   

買掛金 175,213 132,925

1年内返済予定の長期借入金 1,001,460 1,069,904

未払法人税等 189,860 48,598

賞与引当金 28,281 15,839

ポイント引当金 1,439 3,360

その他 329,912 278,295

流動負債合計 1,726,168 1,548,922

固定負債   

長期借入金 1,525,547 1,607,198

長期未払金 175,675 175,675

資産除去債務 73,210 －

その他 35,744 25,484
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成23年２月28日) 

固定負債合計 1,810,177 1,808,357

負債合計 3,536,345 3,357,280

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,238,984 1,238,984

資本剰余金 973,559 973,559

利益剰余金 560,173 458,249

自己株式 △29,577 △29,546

株主資本合計 2,743,140 2,641,247

純資産合計 2,743,140 2,641,247

負債純資産合計 6,279,486 5,998,527
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第２四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年８月31日) 

売上高 3,931,411 3,697,628

売上原価 1,204,128 1,114,770

売上総利益 2,727,282 2,582,857

販売費及び一般管理費 2,462,259 2,141,128

営業利益 265,023 441,729

営業外収益   

受取利息 7,514 8,606

協賛金収入 1,806 4,867

受取賃貸料 18,763 22,625

その他 3,747 6,099

営業外収益合計 31,831 42,199

営業外費用   

支払利息 30,432 28,225

賃貸費用 19,750 27,533

その他 3,165 3,448

営業外費用合計 53,348 59,207

経常利益 243,506 424,721

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 124

特別利益合計 － 124

特別損失   

店舗閉鎖損失 20,978 －

固定資産除却損 686 416

災害による損失 － 37,378

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 32,795

特別損失合計 21,665 70,590

税金等調整前四半期純利益 221,841 354,254

法人税、住民税及び事業税 20,698 180,335

法人税等調整額 △1,373 11,919

法人税等合計 19,325 192,255

少数株主損益調整前四半期純利益 － 161,999

四半期純利益 202,515 161,999
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年８月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 221,841 354,254

減価償却費 143,162 120,867

受取利息 △7,514 △8,606

支払利息 30,432 28,225

固定資産除却損 686 416

店舗閉鎖損失 20,978 －

災害損失 － 37,378

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 32,795

たな卸資産の増減額（△は増加） 6,076 1,498

仕入債務の増減額（△は減少） △57,097 42,288

未払消費税等の増減額（△は減少） － 11,916

前受金の増減額（△は減少） － △3,320

未収入金の増減額（△は増加） － 362

その他 5,775 43,026

小計 364,341 661,103

利息の受取額 7,477 8,519

利息の支払額 △31,549 △27,943

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △55,986 △37,268

災害損失の支払額 － △1,590

営業活動によるキャッシュ・フロー 284,282 602,821

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △101,581 △99,187

貸付けによる支出 △4,187 △21,961

貸付金の回収による収入 33,733 53,388

敷金及び保証金の差入による支出 △4,098 △7,535

敷金及び保証金の回収による収入 12,108 13,124

ソフトウエアの取得による支出 △10,909 －

その他 － △6,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △74,933 △68,170

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △401,380 －

長期借入れによる収入 800,000 400,000

長期借入金の返済による支出 △489,883 △550,095

配当金の支払額 △29,855 △59,638

自己株式の取得による支出 － △31

財務活動によるキャッシュ・フロー △121,118 △209,764

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 88,230 324,886

現金及び現金同等物の期首残高 648,462 595,908

現金及び現金同等物の四半期末残高 736,692 920,794
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 該当事項はありません。 

  

  

①事業の種類別セグメント情報 

 前第２四半期連結累計期間(自 平成22年３月１日  至 平成22年８月31日) 

当社グループはレストラン事業の売上高、営業利益の金額が全セグメントの売上高、営業利益の

金額の合計額の90％を超えているため、事業の種類別セグメント情報は記載しておりません。 

  

  

②所在地別セグメント情報 

 前第２四半期連結累計期間(自 平成22年３月１日  至 平成22年８月31日) 

  本邦以外の国または地域に所在する連結子会社がないため、該当事項はありません。 
  

  

③海外売上高 

 前第２四半期連結累計期間(自 平成22年３月１日  至 平成22年８月31日) 

  海外売上高がないため、該当事項はありません。 
  

  

④セグメント情報 

 当第２四半期連結累計期間(自 平成23年３月１日  至 平成23年８月31日) 

当社グループは、レストラン事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

(追加情報) 

当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第

17号 平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計

基準適用指針第20号 平成20年３月21日)を適用しております。 

  

  

 該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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